
主なマクロ経済指標 2015年 2016年
1. 人口　(百万人) 15.72(2014) -

2. 人口増加率　(%) 3.15 (2014) -

3. 失業率　(%) 7.4(2014) -

4. 平均寿命　(年齢) 50.5(男性)/53.8(女性) -

5. GDP　(百万米ドル)*1 26,963(2014) -

6. GDP成長率　(%) 3.6(est) 3.8(proj)

7. 一人当たりGNI　(米ドル) 1,710(2014) -

8. インフレ率　(%) 10.1 18.9(Sep)

9. 消費者物価指数　(2009年=100) 155.82 184.22(Sep)

10. 貿易収支　(百万米ドル) -717.00 -495.36*2

11. 対日貿易収支　(百万米ドル) -26.90*4 -14.11*3

12. 輸出　(総額, 百万米ドル) 6,997.00 4278.57*2

13. 対日輸出　(百万米ドル) 46.34*4 14.27*3

14. 輸入　(総額，百万米ドル) 7,714.00 4773.94*2

15. 対日輸入　(百万米ドル) 73.24*4 28.38*3

16. 経常収支　(百万米ドル) -360 (2014) -

17. 対外直接投資　(百万米ドル) -213 (2014) -

18. 対内直接投資　(百万米ドル) 2,484(2014) -

19. 金・外貨準備高　(百万米ドル) 2,968 2,372(proj)

20. 対外債務残高　(百万米ドル) 7,373(2014) -

21. 為替レート　(対米ドル) 10.98ZMW(end-period) 9.98ZMW(Sep)

22. 主要政策金利　(現行，年利%) 13.0 15.50 (May)

※(　) 内の年月は，その年あるいは月の確定値／予測値。　　 ※小数点第3位以下四捨五入
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＜出典＞
1, 2, 5-7, 8(2015), 20(2015):World Bank／3: Zambia Labour Force Survey Report, 2014 (CSO& MInistry of
Labour and Social Security)／4, 16:The World Factbook (CIA) ／8(2016), 9, 10(2016), 12(2016), 14(2016):
Monthly Bulletin (CSO)／10(2015), 12(2015), 14(2015), 19, 21(2015): Country Report 2016 (EIU)／11, 13,
15:日本国財務省貿易統計／17, 18:UNCTAD／21(2016), 22:Bank of Zambia

ザンビアの経済概況・月報（2016年9月）

2016年1月から8月までの累計額。1USD=10.44ZMW（2016年8月までのザンビア中央銀
行為替相場月間平均）を用いて換算

2016年1月から8月までの累計額。1USD=114円（2016年8月までの日銀基準外国為替相
場月間平均）を用いて換算

＜2016年8月＞

主要輸出品目：銅／携帯回線用及びその他の無線回線用電話／金（半製品）／綿花／コバ
ルト

主要貿易相手国（輸出）：スイス 35.9%，中国 14.7%，南アフリカ 9.2%，アラブ首長国連邦
8.2%，英国 7.1%，その他 24.8%

主要輸入品目：銅／原油／携帯回線用及びその他の無線回線用電話／内燃機関用燃料
／灯油

主要貿易相手国（輸入）：南アフリカ 32.2%，コンゴ（民） 14.7%，クウェート 9.2%，中国
9.1%，アラブ首長国連邦 4.9%，その他 30.0%

1USD=121円（2015年（平均値）の日銀基準外国為替相場）を用いて換算

GDP at market prices (Current USD)

主要な経済ニュース（9月） 

 
1. “ZRA，電子追跡システムを開始” (Daily Mail, 2日) 

ザンビア歳入庁(ZRA)は，透明性の促進及び輸送中の不正抑制を

目的として，貨物の電子追跡システムを履行開始した。バンダZRA 

税関担当官は，同システムが世銀による1,600万米ドルのプロジェク

トであると述べたうえで，不正競争の削減を目指す旨発言した。 

  

2. “ZCCM-IH，日本企業による電力セクター開発支援を賞賛” 

(Daily Nation, 8日) 

政府系のザンビア銅鉱山持株会社であるZCCM-IHは，客月ナイロ

ビにて開催されたTICADVIにて，電力セクター関連企業と会談した

旨明らかにした。なお，ZCCM-IHは，ザンビア開発庁（ZDA）によっ

てザンビア代表団一行として招待された。また，ZDAは，TICADVIに

て，みずほ銀行との覚書（MoU）に署名した。 

  

3. “ルング大統領，カフエに経済特区を設立” (Daily Mail, 14日) 

ルング大統領は，大統領就任式にて，カフエを鉄鋼経済特区とする

旨宣言した。同大統領は，カフエの鉄鋼プラントへの地元の投資に

感銘を受け今般の宣言をするに至ったと述べたうえで，その目的は

カフエを経済成長を担う中心地へと開発することであり，類似の経

済特区が国内数カ所に設立される旨発言した。 

  

4. “ムタティMMD党首，財務大臣に就任” (Times, 15日) 

ムタティ複数政党制民主主義運動(MMD)党首は，チクワンダ前財務

大臣の後任として，財務大臣に就任する。同決定は，14日にルング

大統領が新閣僚を発表した際に明らかになった。 

  

5. “サウジアラビアからの原油輸入，間もなく開始” (Daily Mail, 16

日) 

ムンバ駐サウジアラビア・ザンビア大使は，サウジアラビアからの原

油輸入について，契約にかかる資金調達及び供給について最終決

定が出れば，ザンビアが安価な原油を間もなく手にすることが出来

る旨発言した。ルング大統領が5月にサウジアラビアを訪問した際，

サウジアラビアからの安価な原油の供給にかかる2,000万米ドルの

融資契約に署名している。同大使は，物流の準備が整えば，世界

最大級の石油販売会社であるサウジアラムコ社が直ちにザンビア

への原油供給を開始する旨発言した。 

  

6. “ムタティ財務大臣，経済回復のため知恵を終結させるよう求め

る” (Daily Mail, 16日) 

15日，ムタティ財務大臣は，大臣宣誓式後のインタビューにて，懸

案となっているIMF支援プログラムには実践的なアプローチと多くの

関係者の知恵が求められると発言した上で，支援プログラムまでの

道のりは痛みを伴うものであり，忍耐が必要である旨発言した。ま

た，同大臣は，IMFプログラムについて，ザンビアが前進するために

取り組むべきオプションであり，現在直面している困難の対処に向

けてザンビア国民が一致団結することを確信している旨述べた。 

  

7. “ザンビア，トルコとの関係を強化” (Daily Mail, 28日) 

トルコ訪問中のザンビア代表団は，トルコ企業とのパートナーシップ

の将来的な構築に乗り出した。27日に発表されたステートメントによ

ると，ザンビア企業6社のビジネスプロポーザルが，代表団を通じて，

トルコ海外経済評議会（DEIK））へ提出された。 

  

8. “ジンバブエ，モザンビーク及びマラウイ，ザンビアの食糧支援を

得る” (Daily Mail, 29日) 

WFPザンビアは，近隣国における飢饉軽減に資するべく，48,000トン

のメイズをジンバブエ，モザンビーク，マラウイに提供した。キャメル

ビークWFPザンビア代表は，ザンビアがSADC地域における唯一の

食糧余剰国である旨発言した。 

＜ザンビアの税制度 ～鉱業関連～＞ 
（出典：ザンビア歳入庁(ZRA)，ザンビア採取産業透明性イニシアティブ（ZEITI）） 

 

1.  法人税(Corporate/ Company Tax)：35%。 

 ルサカ証券取引所に上場している企業は30％。 

％。16: (VAT) 付加価値税．2 

3.  採掘権料 （Mineral Royalty）： 

  4-6%（ロンドン金属取引所（LME）の銅価格に応じて変動）。 

4. 関税及び消費税（Customs & Excise Duty）：  

 関税は商品（コモディティ）毎により，0 – 25%と異なる。鉱業の資本設備に関しては免税（ゼロ

関税）。鉱石のまま輸出する場合には15%課税される。 

5．源泉徴収税（Withholding Tax）：15%。 

 

※鉱業権を有する者は，採掘や鉱業関連の活動に必要とされる全ての機材に係る関税，消費税，

及びVATを免除される。 

農林水産業 
9.5% 

鉱業・採掘業 
7.0% 

製造業 
8.1% 

電気・ガス・水道

業 
2.2% 

建設業 
15.1% 

卸売・小売業 
19.3% 

ホテル・レストラ

ン業 
1.5% 

運輸・通信業 
8.5% 

金融・不動産業 
9.9% 

公的セクター・

防衛 
18.9% 

GDPセクター別構成比(2014年) 

(出典：2015年度アフリカ経済見通し報告


